








































要求を満たす必要があった》として、 《当面の戦争遂行に資するという要求》 、 《アジア諸国家の結束を促すための共同綱領としての要求》 、 《 「外交攻勢」として国際秩序に関する普遍的理念を盛り込むという要求》をあげ、 《最終的な宣言は、三つの要求を辛うじて満たし、前文を含めた全体として 三つのいずれの立場からも説明可能なも 》 、 《つまり、玉虫色のものとなった
（６）
》と整理している。これらの指摘だけでも、大東亜会議・







































大東亜戦争は、すなはちわが八紘為宇の精神と明治維新の大業完成のために、悪鬼米英勢力を覆滅すべく敢然鉾をとつて蹶起 たのである。 〔略〕かくて一世紀東亜を蔽うた妖雲は一掃され、われら 郷土の粛正は成つた。この浄域アジアを恒久ならしむべきもの、たゞ一つ十億民衆鉄の団結であり 自発的協力をもつてする聖 完遂であり、道義共栄圏の建設である。いまやこれ等の諸項を事実の上顕揚すべき大東亜会議は開かれる。 （２面）
ここでは、帝国日本の立場から、大東亜戦争開戦に至った理由、 《悪













































































































《今次の大東亜会議の五原則を貫くものは大日本帝国の道義性》 （１面）だと強調していく。こうした 五大原則 一々の趣旨 、米英の考ふる世界秩序の正反対を考ふる ば、最も明瞭に理解せられる》 （北主幹「大東亜共同宣言 意義」 、 『祖国』昭
18・
12、６頁）といわれるような、敵

































翼を担ふわれらの誇り」で、 《東亜はもはや地理的名称ではなくなり共栄圏としての性格を付与され 》とした上で、大東亜共同宣言については《アジア諸民族を共通の利害で結合せしめる友愛精神を示現したもの》と好意的に捉えている。比島：カミロ・オシアスは「相互扶助 大理想」で、 《大東亜の自由を獲得した国々の代表が満場 致採択した五原則は基本的なもので、そ 影響 及ぼすところ極めて大》だと、参加国の独立（自由）を言祝ぎながら、大東亜共同宣言にみられる《美しい希望と崇高な抱負とは平和と自由と道義に基く新秩序 創造に寄与すべき新政府フィリピン共和国の憲法 根本観念と全く一致 るもの》だと捉えて、足並
















































思ふに大東亜戦争程の正大な理想を掲げた聖戦が曾てあつたであらうか、断じてないのである。聖戦のために一切をあげて戦ふ、これ以上の全人格的活動がありう だらうか、断じてないのである。戦争即建設 この大東亜戦争こそが一 文化運動であることは贅言を要せずして明 なことである。
さらに板澤は、大東亜共同宣言に関わらせつつ日本人の役割・自覚に
ついて、 《日本人が大東亜新秩序の指導者 なるためには大東亜文化の昂揚についても吾々日本人の責任が重大であるこ を痛感せざるを得ない》（４面）と言表して、積極的な関与を促していく。
このように、文学者を含む文化人が、大東亜会議・大東亜共同宣言に
関わって貢献すべき領域が、言説上に創出される。もとより、特定の文化人に対して具体的な依頼や要請があったわけではない。そうではなく、日本国民として、国家が世界史的戦争を遂行していく際、自発的になすべき、文化人の使命感からの貢献‐実践が求められ のだ。
はやくは、中島健蔵に「大東亜 化の道」 （ 『毎日新聞』昭
18・
11・６）
という一文があり、 《大東亜の文化といふ言葉は、現代史における極めて明かな現実に立脚し、そ 重大な意味 新しい発生を歴々と指呼し得と同時に日一日と成就されつゝある大構想を含んでゐる》という現在進
－16－
行形の世界史に関連づけた理解に即して、次のようにつづく。





























心たることは絶対に許され いのであ て、殊に右五大原則の一として文化の昂揚が挙げられてゐることに顧みれば、兪々其責任の重大なることを自覚しなければなら いのである。 〔略〕文学者たる者須く世界の動きに触れて、大東亜 理想実現の為め努力し 、世界的角度より見て特に優れた大文学を生み出す必要が と思ふ。 （１面）
ここで明示されたように、さしあたって のうち《文
















































































































各国代表の発言全文は、 『大東亜会議演説集』 （ 東亜省、昭
18）
参照。
（９）
		
拙論「第二回大東亜文学者大会・決 会議
―
太平洋戦争末期の
文学者」 （ 『神奈川大学アジア・レビュー』平
31・３）参照。
（
10）		
注（１）に同じ、
65～
71頁。
（まつもとかつや
　
神奈川大学教授、日本学研究所特任研究員）
